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●浦高同窓会の将来に向けての事業計画を！ 

 今日 16日 13時 30分から麗和会館にて「令和５

年度 第１回浦高同窓会理事会」が開催され、正副

会長以下 24名の理事・監事が出席しました。 

 最初に野辺博会長（24回）のご挨拶。 

「4月 7日(金)に母校で 78回生 364名の入学式

があり、出席させていただきました。先月の卒業式

でもさまざまな感動がありましたが、今回の入学式

では、まだ入学生たちの初々しさが印象深かったこ

とと全員が校歌を諳んじて歌っている姿に感動しま

した。それと臼倉校長先生から保護者の方へのお願

いとして『生徒自らの力で判断し、自らの責任で対

処していくことを経験するためにも、適切な距離か

らお子様を見守ってください』という言葉が印象的

でした。その通りだと思いました」。 

 続いて 4 月に赴任された臼倉克典校長のご挨拶。

「4 月 1 日付け

で第33代校長を

拝命しました臼倉

です。20 数年前

に 2 年間浦高で

国語の教員を勤め

ましたが、その時

に感じた生徒たちの厳しく真剣な眼差しを、始業式

や入学式の中で感じました。こちらに来る前は埼玉

県教育局人事課県立学校副部長を務めておりました

ので、そうした経験が生かせればと考えております。

日本中の高等学校を牽引する浦高は背負っているも

のも大きいと思います。浦高の発展のために尽くし

たいと考えておりますので、同窓会の皆様のご協力

をお願いいたします」。〔写真は浦高 HPより引用〕 

 続いて議事として「第一号議案 令和４年度事業

報告案及び決算案」が審議・承認され、6 月の社員

総会に提出されることになりました。 

■第一号議案 令和４年度事業報告案及び決算案 

【事業報告】2022 年 4 月 3 日(日)の同窓会監査か

ら 2023年 3月 25日(土)の第 15回地域職域同窓

会責任者会議までが報告されました。特に昨年

度は「浦高百年の森」や「地域職域同窓会」の

活動、「麗和セミナー」などが活発に行われた。 

【決算】正味財産現在高として前年度末対比 158

万円余減の 6,122万円余が期末残高となった。 

 連絡事項としては 2件あり、1つ目が今後の日程

で「5 月上旬に会報『麗和』が発送され、6 月 25

日(日)13 時 30 分から社員総会が開催される」とい

うものでした。もう 1 つが「浦高同窓会事業計画

等検討委員会」を設立するというもので、3 月の理

事会での議論を踏まえて提案されたものでした。 

■浦高同窓会事業計画等検討委員会 

【背景】2022 年度理事会において、現在 6 千万円

余の正味財産を持つ同窓会であるが、将来的な

会費の減少や支出の増大などを勘案した場合、

例年通りの予算計上で良いのかという意見が出

され、中長期的な同窓会の事業計画、財政計画

を持つ必要性があり、こうした点を検討するた

めに小委員会を設置するものです 

【検討事項】 

 ① 同窓会事業における課題の検討と将来的課題

の予測 

※ 個々の事業と予決算の状況の確認 

※ 将来的課題（会員減少の予測、新規収入確

保策、周年事業等）の検討 

② 上記課題に対する中長期的な事業計画及び財

政計画の検討 

※ 中長期的な同窓会事業と予算配分等の検討 

③ その他、事業及び財務執行に関する必要な規

程等の原案作成 

※ （案）文書管理規程、旅費規程、慶弔規

程、事務決裁規程など 

【任期】2023年 4月 16日(日)の理事会で承認を得

て、概ね 10月までの半年の間とする 

《スケジュール(案）》 

① 4月 16日(日) 理事会終了後～約 1時間 

※ 検討事項等について認識を共有化する 

※ スケジュールを確認する 

② 5 月中旬 同窓会事業における課題の検討と

将来的課題の予測 

 ③ 6月中旬 上記課題に対する解決方向の検討 

 ④ 7月上旬 同上の 2回目、諸規程の原案作成 

⑤ 7月下旬 方向性のとりまとめ 

⑥ 8月上旬 正副会長への報告 

 ⑦ 9 月上旬 理事へのパブリックコメント案の

確定 

 ⑧ 9月中旬 理事へのパブリックコメント 

 ⑨ 10 月上旬 パブリックコメントに対する回答

等作成 

 ⑩ 10月 28日(日) 理事会での承認 

【メンバー】理事の中から 7名 

 この検討委員会の設立については、前回の理事会

で野辺会長が検討委員会の必要性を示めされたこと

を受けて、私が案を提案したもので、責任上委員長

として参加することになりました。理事の皆さんか

らは、母校の支援として同窓会がどのような役割を

果たすのか将来像を明確にすることや、同窓会の事

業の範囲・内容を会員にとって分かりやすくするこ

となどの意見が出されました。私からは検討会での

議論を皆さんに開示することと常に皆さんからの意

見を聞くことを説明しました。故・稲盛和夫さんの

「動機善なりや、私心なかりしか」ですね。 

動機善なりや、私心なかりしか！ 


